予算要求資料
平成29年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費
	事業名  航空宇宙科学博物館リニューアル推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　 商工労働部　航空宇宙産業課　産業振興係 電話番号：058-272-1111（内2936）

E-mail：c11354@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　201,402千円（前年度予算額：234,000千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	234,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	234,000

	要求額
	201,402
	0
	0
	0
	0
	2,000
	0
	0
	199,402

	決定額
	120,000
	53,881
	0
	0
	0
	2,000
	0
	0
	64,119


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・県では、「岐阜県成長・雇用戦略」において、「航空宇宙産業の製造品出荷額倍増プロジェクト」を最重要プロジェクトに位置付け、人材育成・確保の強化、生産拡大の支援、県内航空宇宙産業のＰＲなどに取り組んでいる。

・「かかみがはら航空宇宙科学博物館」は航空宇宙に関する県内唯一の施設であり、人材育成や県内航空宇宙産業のＰＲの重要な拠点であるが、近年来館者数の減少が課題となっていた。
・こうした中、県と各務原市は「空・宇宙（そら）への挑み」を基本コンセプトとした同博物館のリニューアル基本構想（平成２７年９月）及びリニューアル基本計画（平成２８年４月）を共同で策定した。この基本構想及び基本計画では、展示品及び教育プログラム等のソフト事業の拡充、関係機関・団体との連携による同博物館の魅力向上、各種ＰＲイベント開催によるリニューアルオープンの機運醸成により、来館者数の増加を図ることとしている。
・全館オープンに向けて大々的に博物館をＰＲし、来館者数の増加を図り、子どもたちの航空宇宙への夢や魅力を伝え、同産業の人材確保につなげる。
（２）事業内容
リニューアルの機運を高めるとともに、博物館の魅力向上を図ることにより来館者数を増加させるため、以下の事業を実施する。
１．リニューアルの機運を高めるＰＲイベント（5,589千円）

　　　リニューアルの機運を高めるため、第２回全国人工衛星・探査機模型コンテストを開催する。
２．集客力を高める記念イベント（47,574千円）
　　　プレオープン及び全館オープンの集客を図るため、記念イベントを開催する。
３．博物館を活用した人材育成（6,180千円）

　　　リニューアル後の博物館で運用する「教育プログラム」（３ヶ年）を策定する。
４．リニューアルオープンに向けた体制整備（103,589千円）
　　　リニューアル後の博物館の広報・集客体制、運営人材体制の整備に向け、以下の事業を実施する。
①各種広報、②WEBサイト構築、③パンフレット・入場券の作成、
④スタッフ・ボランティア研修、⑤オリジナルグッズ開発、
⑥シミュレータ修繕費
５．関係機関・団体との連携強化（38,471千円）
　　　平成２８年度に連携協定を締結したスミソニアン航空宇宙博物館、ＮＡＳＡ及びＪＡＸＡ等との連携事業を実施し、博物館の魅力及び集客力の向上を図る。
　　　①講演会、②展示物の借受、③観光ＰＲ、④連携推進

（３）県負担・補助率の考え方

博物館は、県と各務原市が共同で所有、運営する予定なので、本事業は、県と市が費用を同額負担し、実施することを基本とする。ただし、専ら県が主導して計画するもの、その効果が市の域を超えて波及するもの及び県が導入した展示物の修繕料は県が全額を負担する。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅　費
	6,058
	業務旅費

	需用費
	5,211
	消耗品費、対外交流費、会議費、印刷製本費、修繕料

	役務費
	1,890
	役務費（通信運搬費）

	委託料
	177,933
	業務委託料

	使用料及び賃借料
	 1,512
	使用料及び賃借料（会場借上料、自動車借上料）

	負担金、補助及び交付金
	8,798
	負担金

	合計
	201,402
	


	　決定額の考え方
　事業内容を精査し、所要額を計上します。
　財源については、地方創生推進交付金を充当します。


４　参考事項
（１）事業主体及びその妥当性
博物館は、県と各務原市が共同で所有、運営する予定であることから、本事業は、県と市が共同で取り組むことが妥当である。ただし、専ら県が主導して計画するもの、その効果が市の域を超えて波及するもの及び県が導入した展示物の修繕料については県が単独で実施することが妥当である。

事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
平成３０年３月のオープンを目指し、「かかみがはら航空宇宙科学博物館」のリニューアルを行い、同博物館リニューアルにより子どもたちに航空宇宙への夢や魅力を伝え、同産業の人材確保につなげるとともに、同博物館を活用した本県航空宇宙産業のＰＲを行う。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	県内航空宇宙産業の製造品出荷額(億円)
	2,162
（H24）
	2,101
（H25）
	（H  ）
	2,571
（H26）
	4,000
（H34）
	64％


	博物館の来館者数（人）
	123,027
（H26）
	（H　）
	（H　）
	136,857
（H27）
	500,000
（H30）
	27％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

リニューアルの機運を高めるため、各種関連イベントを実施
・飛燕レストア見学ツアー（４回開催、合計160名参加）
・JAXA映像上映会（7回開催、合計1,367名参加）
・人工衛星・探査機模型コンテスト作品展(応募件数13組)

・パブリックビューイング（30名参加）


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

各種イベントを開催し、リニューアルの機運を高めるとともに、広くリニューアルをＰＲした。
また、平成２８年９、１０月にスミソニアン協会やJAXAと連携協定を締結した。今後は展示品の借受、人的交流（博物館の運営や展示収蔵品の管理・保存、教育プログラム作りへの助言等）により、博物館の魅力向上につなげていく。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	県は、将来の航空宇宙産業の人材確保や本県航空宇宙産業の情報発信拠点および産業観光施設として、平成３０年３月の全館オープンを目指し「かかみがはら航空宇宙科学博物館」のリニューアルに取り組んでいる。そのため、県が主体的に各種事業を実施し、リニューアルを進めていく必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	リニューアルの機運を高めるための各種イベントの実施により、来館者数は県が関与する前の１２．３万人（平成２５年）から１３．７万人（平成２７年）へと増加している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	有識者によるワーキンググループの意見を踏まえ、効率的かつ効果的な事業の実施を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
平成３０年３月の全館オープンに向けて、魅力的な展示を行うとともに、各種イベントの実施および効果的なＰＲによりリニューアルの周知を図る。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

リニューアル後の「岐阜かかみがはら航空宇宙博物館」が、日本を代表する専門博物館として魅力的な施設であるよう、米国スミソニアン協会やJAXAとの連携協定に基づく、展示品の借受けや人的交流を進める。また、継続して博物館をＰＲし、集客につなげる。


